
新規事業採択時評価結果（平成１７年度新規事業化箇所）

関東地方整備局都市整備課担 当 課：

担当課長名：東 智徳

事業名 事業 事業

新青梅街道線（天ヶ瀬） 区分 街路 主体 東京都
しんおうめかいどうせん あ ま が せ

起終点 自：東京都青梅市天ヶ瀬町 延長
とうきょうとおうめしあまがせまち

至：東京都青梅市裏宿町 ０．７８km
とうきょうとおうめしうらやどまち

事業概要

都市計画道路「新青梅街道線」は、東京区部と多摩地域を結ぶ主要な東西道路であり、西東京市から青

梅市まで全長３３.４kmに至る都市の骨格を形成する幹線道路である。

唯一現道の無い本区間の整備により、本路線は、概成区間を除いた全区間において完成する。

事業の目的、必要性

本事業は、都市計画道路のネットワークを形成し、多摩地域における交通の円滑化を図るために実施す

。 、 （ ） 、るものである 本区間は 青梅市街を通過する国道411号 青梅街道 間を連絡する都市計画道路であり

整備により、青梅市街の交通渋滞緩和が図られる。

また周辺は、不燃領域率が低く狭隘道路の多い地域であることから、整備により、地域の防災性の向上

が図られる。

全体事業費 ６２億円 計画交通量 １２,０００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年

分析結果 ５７億円 ９０億円 平成１６年

５４億円 走行時間短縮便益： ７７億円１．６ 事 業 費：

３億円 走行費用減少便益： １１億円維持管理費：

交通事故減少便益： ２億円

事業の効果等

・都市の再生（ＤＩＤ区域内の都市計画道路整備であり、市街地内の都市計画道路網密度が向上する）

・国土・地域（現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する）

・無電柱化による美しい街並みの形成（対象区間が無電柱化推進計画に位置づけ有り）

・災害への備え（幅員6ｍ以上の道路がないため消化活動が出来ない地区が解消）

関係する地方公共団体等の意見

円滑な事業推進のため、整備にあたり、青梅市が中心となって代替地の確保等を行っている。

また、青梅市は都市計画マスタープランにおいて、本路線を「骨格を形成する交通網」に位置づけてお

り、整備を促進するとしている。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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